
Diary

寺日記

寿
の

無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

11

じ

　
　え 

ん

新緑薫る縁側で長考する二人（匹）。リッキー（力蔵＝左）とジン（仁蔵）。
中央は先々代日照上人愛用の囲碁盤

カフェワンワンニャンニャン
No.2

動物廟開苑　
5
月
4
日
〜
6
日
の
3
日
間
、
快
晴
に
恵
ま
れ
て
妙
壽
寺
団
参
（
団
体
参
拝
）
グ
ル
ー
プ
18
名
は
、
尼
崎
市
大
本

山
本
興
寺
、
京
都
市
大
本
山
本
能
寺
の
門
祖
日
隆
聖
人
第
五
五
〇
遠
忌
法
要
を
参
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日

隆
聖
人
ご
一
代
の
目
標
は
、
日
蓮
大
聖
人
の
教
え
を
そ
の
ご
入
滅
後
に
正
し
く
継
承
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
ご
一
生
は
、
興
学
（
学
問
と
教
育
）
と
布
教
の
熱
烈
で
静
謐
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
精
神
生
活
に
お
い
て
、
過
去
の
先
人
の
方
々
の
営
々
と
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
現
在
の
我
々

の
精
神
の
営
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
両
ご
本
山
の
御
貫
首
猊
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
法
要
の
御
回
向
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
方
々
へ
の

丁
重
な
供
養
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
法
要
に
参
列
し
た
自
分
の
脳
裏
に
は
、
3
月
12
日
に
訪
れ
た
石
巻
市
大
川

小
学
校
の
被
災
の
様
子
と
津
波
の
襲
来
の
光
景
が
蘇
り
、
強
く
合
掌
し
て
お
題
目
を
お
唱
え
し
た
次
第
で
す
。

　
二
万
人
余
の
方
々
の
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
一
つ
の
出
来
事
で
は
な
く
、
二
万
人
余
の
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
の
人
生
が
そ
こ
に
あ
り
、
二
万
余
の
悲
惨
な
出
来
事
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
恩
師
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
共
感
共
苦
の
思
い
を
持
ち
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
寺
院
が
「
供
養
と
祈
願
」
の

場
で
あ
る
よ
う
に
務
め
て
参
り
た
い
と
強
く
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴉
　
鵠

●
2
月
28
日
　
婦
人
会
、
ヤ
ク
ル
ト
化
粧
品
工
場
見
学

（
写
真
❶
、
前
号
詳
細
）

●
3
月
10
日
　
正
隆
会
震
災
・
戦
災
追
悼
供
養

　

3
月
正
隆
会
例
会
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
第
三

回
忌
の
逮
夜
回
向
と
東
京
大
空
襲
災
難
横
死
霊
位
追
悼

供
養
を
行
い
ま
し
た
。

●
3
月
11
日
　
茂
原
鷲
山
寺
第
三
回
忌
宗
門
法
要

　
千
葉
県
茂
原
市
・
大
本
山
鷲
山
寺
に
お
い
て
、
東
日

本
大
震
災
第
三
回
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
法
華

宗
管
長
小
西
日
遶
猊
下
を
御
導
師
に
、
副
導
師
に
三
大

本
山
御
貫
首
猊
下
、
宗
務
総
長
台
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、

百
余
名
の
参
詣
者
と
と
も
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
復
興

を
祈
念
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
❷
）。

●
3
月
12
日 

福
島
立
正
院
第
三
回
忌
慰
霊
法
要
　
　

　
福
島
市
立
正
院
に
お
い
て
、
宗
務
総
長
二
瓶
海
照
台
下

御
導
師
の
も
と
、
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
追
悼
慰
霊
法
要

と
復
興
祈
願
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
左
上
）。

　

法
要
後
、
当
住
上
人
、
大
坪
顕
孝
師
、
中
島
正
幸
氏

は
児
童
の
７
割
が
被
害
者
と
な
っ
た
石
巻
市
大
川
小
学

校
を
訪
れ
唱
題
供
養
（
写
真
左
下
）、
そ
の
後
、
壊
滅
状

態
で
あ
っ
た
雄お
が
つ
ち
ょ
う

勝
町
を
経
て
、
女
川
町
立
病
院
の
慰
霊

碑
に
供
養
回
向
を
行
い
ま
し
た
。

●
3
月
20
日
　
春
彼
岸
報
告

　

桜
前
線
が
例
年
よ
り
早
く
訪
れ
、
五
分
咲
き
開
花
の

な
か
、
お
中
日
に
は
5
0
0
名
を
超
え
る
御
参
詣
を

得
て
、
彼
岸
合
同
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
4
月
6
日
　
第
83
回
烏
山
仏
教
会
花
ま
つ
り
法
要

　

高
源
院
よ
り
27
名
の
稚
児
行
列
が
幸
龍
寺
に
到
着

後
、
同
寺
住
職
高
佐
英
長
上
人
御
導
師
、
副
導
師
に
当

住
上
人
、
永
隆
寺
住
職
木
下
信
隆
上
人
の
も
と
、
賑
々

し
く
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
4
月
7
日
　
徳
島
妙
法
寺
輪
番
法
要

　
弾
丸
低
気
圧
の
強
風
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
快
晴
と

な
り
、徳
島
県
組
寺
妙
法
寺
（
住
職
佐
々
木
明
乗
上
人
）

に
お
い
て
、
5
年
に
一
度
の
輪
番
法
要
が
四
国
教
区
宗

務
所
長
・
本
暁
寺
住
職
岡
村
祥
光
上
人
御
導
師
に
よ
り

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
4
月
11
日
　
千
鳥
が
淵
戦
没
者
法
要

　

桜
散
る
新
緑
の
中
、
恒
例
の
戦
没
者
慰
霊
法
要
が
法

華
宗
宗
務
総
長
二
瓶
海
照
台
下
御
導
師
に
て
厳
か
に
営

ま
れ
ま
し
た
。

●
4
月
21
日
　
当
山
先
代
智
覚
院
第
三
十
三
回
忌
法
要

　

東
京
教
区
宗
務
所
長
永
隆
寺
住
職
・
当
山
相
談
役
木

下
信
隆
上
人
御
導
師
に
て
、
組
寺
有
縁
上
人
、
総
代
婦

人
会
代
表
、
親
戚
、
総
勢
90
名
余
と
共
に
、
当
山
第

二
十
五
世
智
覚
院
日
恵
尼
上
人
第
三
十
三
回
忌
法
要
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
供
養
席
で
は
、
尼
上
人
健
在
の

頃
の
思
い
出
話
な
ど
往
時
を
偲
び
ま
し
た
（
写
真
❸
）。

6 月 8 日（土）	 写経会
7 月 13 日（土）	 興隆学林教授・平島盛龍先生講師勉強会
8 月 	 	 休 講
9 月 14 日（土）　	 勉強会 「心が温かくなる日蓮の言葉」 拝読 8
10 月 12 日（土）　	 宗祖御会式御逮夜　報恩唱題行
11 月 9 日（土）　	 写経会

妙壽寺 2013 夏・秋スケジュール

9 月23日 月 祭 	 秋の彼岸法要

7 月 16 日 火 	 盂蘭盆施餓鬼法要
午後 1時：法話　午後 2時：法要
棚経（たなぎょう）
7 月上旬から 15日まで、各お檀家へ担当僧侶がお盆棚経に伺います。

予告
11 月 3 日　（日・祭）　宗祖御会式
門祖日隆聖人第 550 遠忌
昭和本堂落慶 30 周年記念法要

10：30	 稚児集合（永隆寺）
12：00	 稚児練供養
13：00	 法要

I N F O RMAT I ON
〈ご連絡・お申込は妙壽寺まで〉　電話 03-3308-1251　FAX03-3308-7427

　3月春彼岸に管理棟２階に動物廟納骨堂、同裏庭に合同墓地が
開苑致しました（右上は苑内に植えた香りの良いバラ「羽衣」）。
　庭には新たに地盤整備も行われ、ペットを連れてお参りできる
スペースとなりました。動物廟ご利用等につきましては、当山寺
務所までお問い合わせください。

●
5
月
1
日
　
猿
江
大
祭
法
要

　

当
山
旧
地
猿
江
（
江
東
区
）
に
あ
る
猿
江
稲
荷
社
大

祭
法
要
が
当
山
檀
信
徒
と
氏
子
の
方
々
の
参
詣
に
て
奉

修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
錦
糸
町
東
武
ホ
テ
ル
に
お

い
て
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
5
月
4
～
6
日
　
関
西
両
大
本
山
巡
拝
旅
行

　

法
華
宗
再
興
唱
導
師
門
祖
日
隆
聖
人
第
五
五
〇
遠
忌

法
要
巡
拝
の
た
め
、
当
山
檀
信
徒
、
職
員
18
名
に
て
、

4
日
兵
庫
県
尼
崎
市
大
本
山
本
興
寺
、
6
日
京
都
市
大

本
山
本
能
寺
（
写
真
❹
）
を
参
拝
致
し
ま
し
た
。
5
日

に
は
当
山
先
々
代
日
照
上
人
御
墓
所
の
あ
る
京
都
市
大

本
山
妙
蓮
寺
を
参
拝
。
安
土
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
絵

師
・
長
谷
川
等
伯
一
派
の
屏
風
絵
等
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

●
5
月
11
日
　
大
本
山
妙
蓮
寺
遠
忌
法
要

　

京
都
市
大
本
山
妙
蓮
寺
に
お
い
て
大
覚
大
僧
正
第

六
〇
〇
遠
忌
、
門
祖
日
隆
聖
人
第
五
五
〇
遠
忌
法
要
が

奉
修
さ
れ
、
当
住
上
人
が
参
列
致
し
ま
し
た
。

●
5
月
21
～
23
日  

法
華
宗
宗
会
開
催

　

東
京
教
区
宗
会
議
員
で
あ
る
当
住
上
人
が
出
席
し
て

第
67
次
法
華
宗
宗
会
が
開
催
さ
れ
、
興
隆
学
林
新
築
事

業
等
の
諸
案
件
が
活
発
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

●
5
月
27
日
　
本
妙
院
先
代
内
室
年
回
法
要

　
京
都
市
大
本
山
妙
蓮
寺
塔
頭
本
妙
院
先
代
日　

上
人

内
室
・
圓
徳
院
妙
満
日
富
大
姉
位
第
三
回
忌
法
要
が
当

住
上
人
御
導
師
に
て
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

4月 3 日 水　世田谷区誌研究会 60名
4月 8 日 月　久我山病院ヘルスアップセミナー
　　　　　　　「 寺町ゆったりウォーキングツアー」20名

天童稚児募集
● 11月 3 日（日・文化の日）
　お会式　集合時間午前 10 時 30 分
● 募集定員：50 名　（定員次第締め切り）
● 参 加 費：1 名 6000 円

午前 11時：中日合同法要　初座・動物廟法要
正午 12時：歴代墓所・正隆廟法要
午後 2 時：中日合同法要　第二座

日程予定

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月
例講正隆会を開催しております。仏教や法華経
についての勉強会や写経会、またウォーキング
課外活動を行っています。檀信徒、ご友人どな
たでも参加できます。例会は、毎回1時半よ
り正隆廟墓前法要を奉修しております。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

日蓮教会（サンフランシスコ）
 3 月 31 日　小さな屋根にたくさ
んのお花が飾られた花御堂をご安
置して、日蓮教会春彼岸会並びに
花まつり釈尊降誕会が50名の参列
を得て、賑やかに営まれました。

晴明庵（鵠沼海岸）
 4 月 9 日　晴明庵を支えられたおばあ様方のご苦労を偲ぶ恒例
の報恩法要が遺族等十余名が参集し、唱題供養が行われました。

客 殿
訪 問 記

※秋のウォークはお休みいたします

13No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

平成 25年 6月 1日発行

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp

参道より鍋島客殿を望む。5月連休に遅めの躑躅（ツツジ）が開花。手前は菫（スミレ）の花



学
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
批
判
さ
れ
、
芸
術
に
出
す
と
、

芸
術
で
は
な
い
と
い
っ
て
批
判
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
技
術

で
論
文
を
書
く
突
破
口
が
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
頭
の
中

に
あ
っ
て
考
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
技
術
と
い
う
の

は
、
時
代
が
変
わ
る
と
古
く
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
技
術

の
論
文
と
い
う
の
は
、
時
代
の
背
景
を
説
明
し
な
い
限
り

そ
の
価
値
は
わ
か
ら
な
い
。

　

例
え
ば
低
開
発
国
へ
行
っ
て
高
級
な
浄
水
器
を
普
及
さ

せ
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
井
戸
を
掘
る
ほ
う
が
は
る
か
に

い
い
よ
う
に
、
そ
の
社
会
の
実
情
を
反
映
し
た
も
の
で
な
い

と
技
術
の
価
値
が
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
今
、
技
術
の
価

値
は
、
そ
の
時
代
の
背
景
を
説
明
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い

は
ず
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

逆
に
1
0
0
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
1
0
0
0
年
さ
か
の
ぼ
っ

て
も
、
そ
の
時
代
の
背
景
を
説
明
す
れ
ば
価
値
が
わ
か
る
。

蒸
気
機
関
車
が
い
か
に
価
値
が
あ
っ
た
か
と
か
、
昔
の
稲
作

が
ど
う
い
う
価
値
を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
の
は
、
そ
れ
で

わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
書
い
た
の
で

す
。宗
教
と
い
う
の
は
、僕
の
世
界
の
外
に
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

三
吉　

で
も
先
生
、
先
日
の
総
代
会
で
同
じ
す
ご
く
近
似

的
な
ご
説
明
を
さ
れ
て
い
て
、そ
れ
が
1
0
0
年
後
で
す
か
。

内
田　

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
東
京
駅
を
見
に

行
き
ま
し
た
ね
。

　

東
京
駅
の
ド
ー
ム
の
下
に
人
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
、
上

を
見
て
感
心
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
で
も
見
て
感
心
し
て

い
る
の
は
皆
現
代
、
つ
ま
り
平
成
の
人
な
ん
で
す
よ
。
け

れ
ど
も
、
あ
の
ド
ー
ム
が
で
き
た
の
は
明
治
時
代
で
あ
っ

て
、
当
時
感
心
し
た
の
は
和
服
姿
の
明
治
の
人
な
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
が
あ
そ
こ
で
上
を
向
い
た
時
に
、

こ
の
建
物
の
価
値
と
い
う
の
は
今
の
価
値
と
ま
る
で
違
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
つ
く
る
お
寺
も
、
1
0
0
年
先
の
人
が
感
心
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
話
し
ま
し
た
。

 

建
築
基
準
法
と
文
化
財
保
護
法

三
吉　

こ
の
お
話
に
つ
い
て
は
、
総
代
さ
ん
方
、
と
て
も

納
得
で
し
た
。
今
の
技
術
と
芸
術
の
お
話
と
ち
ょ
っ
と

連
動
す
る
か
、
ま
た
全
然
違
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

私
は
妙
壽
寺
の
鍋
島
客
殿
を
文
化
財
と
し
て
申
請
す
る
と

き
に
、
先
生
が
ご
説
明
い
た
だ
い
た
中
で
、
結
局
、
行
政

政
策
の
中
に
2
本
の
柱
が
あ
る
と
。
そ
れ
も
相
反
す
る
と

い
う
か
、
要
す
る
に
全
く
違
う
、
つ
ま
り
文
化
財
保
護
法

と
建
築
基
準
法
と
い
う
2
つ
の
柱
の
中
で
、
戦
後
の
行
政

と
し
て
相
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

内
田　

そ
の
お
話
は
、
僕
自
身
の
中
で
は
こ
う
考
え
て
い

ま
す
。
現
行
の
建
築
基
準
法
の
よ
う
に
細
か
い
規
制
は
な

く
て
い
い
。
建
築
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
の
に
は
広
い
意

味
が
あ
り
ま
す
。
中
に
居
る
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
だ
け

で
な
く
、
倒
れ
た
と
き
に
交
通
を
阻
害
し
な
い
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
。
最
近
見
て
い
ま
す
と
、
建
築
基
準
法
は
少
し

ず
つ
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
で
、
建
築

基
準
法
に
頼
ら
な
い
家
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

と
い
う
の
は
、
建
築
基
準
法
と
い
う
の
は
猫
の
目
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
変
わ
る
た
び
に
古
い
、
少
し
前

の
基
準
法
で
建
て
た
も
の
は
現
代
の
法
に
合
わ
な
く
な

る
の
で
、
今
年
許
可
に
な
っ
た
も
の
以
外
は
不
適
格
な
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
、
現
代
の
建
築
基
準
法
と
い
う
の
は
、

今
こ
の
瞬
間
に
建
っ
た
も
の
の
整
合
性
し
か
保
証
し
て
い

な
い
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
文
化
財
は
基
準
法
の
束
縛
が
な
い
の

で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
社
会
に
迷
惑
を
か
け
る
と
、
そ
の

と
き
の
責
任
は
、
や
っ
ぱ
り
持
主
が
持
た
な
く
て
は
い
け

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
建
築
基
準
法
の
束
縛
は
受
け

な
い
け
れ
ど
も
、
建
築
基
準
法
が
主
張
す
る
部
分
の
安
全

性
は
持
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

と
き
の
あ
り
よ
う
と
い
う
の
は
今
の
建
築
基
準
法
に
も
れ

て
い
る
も
の
ま
で
含
め
て
、
も
っ
と
本
質
的
な
も
の
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。

　

妙
壽
寺
さ
ん
の
鍋
島
庫
裡
は
国
の
文
化
財
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
ら
建
築
基
準
法
の
傘
下
に
あ
る
の
で
す
が
、さ
っ

き
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
建
築
基
準
法
と
整
合
す
る
建

築
は
1
％
に
も
満
た
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
基
準
法
と
整
合
し

な
い
建
築
の
安
全
性
は
だ
れ
が
持
つ
か
と
い
う
と
、
こ
れ

は
文
化
財
と
一
緒
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
困
っ
て
い
る
の
は
、
持
ち
主
の
わ
か
ら
な
い

建
築
と
い
う
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
分

割
所
有
の
ア
パ
ー
ト
の
共
通
部
分
は
一
体
だ
れ
が
責
任
を

持
っ
て
い
る
ん
だ
。
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
持
ち
主
は
お
金
を
出
し
て
買
っ
た
だ
け
で
、

管
理
は
管
理
会
社
ま
か
せ
。
そ
の
管
理
会
社
は
何
カ
月
か

で
代
っ
て
し
ま
う
。
建
物
が
危
な
く
な
る
と
管
理
者
を
か

え
て
、
管
理
会
社
も
わ
か
ら
な
い
。
建
築
基
準
法
で
処
理

で
き
な
い
上
に
持
主
も
管
理
会
社
も
あ
い
ま
い
な
建
築
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

主
事
（
建
築
主
事
）
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

こ
の
ご
ろ
、
改
善
の
場
合
等
で
は
届
け
を
出
さ
な
い
で
も

い
い
と
い
う
答
え
方
を
す
る
例
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
と
い

う
こ
と
は
、
結
局
、
基
準
法
は
責
任
を
持
ち
ま
せ
ん
よ
と

い
う
こ
と
に
聞
こ
え
ま
す
。
建
築
基
準
法
が
建
物
の
責
任

か
ら
事
実
上
後
退
し
た
が
っ
て
い
る
。

　

建
物
の
責
任
は
だ
れ
が
持
つ
か
と
い
う
の
は
、
持
ち
主

か
、
あ
る
い
は
管
理
会
社
か
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な

い
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
ね
。

 

伝
統
文
化
と
建
築
文
化

三
吉　

昭
和
59
年
に
妙
壽
寺
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
て
30
年

た
ち
ま
し
た
。
今
か
ら
10
年
前
に
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

た
の
が
、
新
し
い
庫
裏
を
再
建
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
、

そ
れ
が
東
祥
苑
と
い
う
名
前
で
建
築
が
で
き
、
鍋
島
客
殿

が
世
田
谷
区
の
文
化
財
指
定
と
、
何
か
大
変
、
大
き
な
節

目
に
先
生
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
建
築
基
準
法
と
文
化
財
保
護
法
の
お
話
が
出
ま
し

た
が
、
先
生
に
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
先
生
の
い
ろ
い
ろ

な
お
話
の
中
で
、
文
化
と
か
歴
史
と
い
う
こ
と
の
折
り
目
、

節
目
で
先
生
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
私
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
思
い
出
す
の
は
、
と
り
わ
け
、
25

年
前
の
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
と
き
に
、
先
生
が
建
築

界
代
表
と
し
て
、
昭
和
天
皇
の
お
通
夜
と
い
う
べ
き
こ
と

（
通
夜
祭
ま
た
は
殯
ひ
ん
き
ゅ
う宮
礼
拝
）
に
お
出
に
な
っ
た
と
き
に
、

本
当
に
天
皇
の
祭
祀
と
い
う
の
が
非
常
に
荘
厳
で
、
暗
闇

の
中
で
、
ず
っ
と
は
る
か
遠
く
に
小
さ
く
ネ
オ
ン
が
見
え

た
と
い
う
よ
う
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の

や
は
り
ご
印
象
は
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

内
田　

強
か
っ
た
の
は
黙
祷
な
ん
で
す
。
単
純
に
黙
祷
な

ん
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、
25
分
の
黙
祷
と
い
う
の
は
ね
。

三
吉　

25
分
間
で
す
か
。

内
田　

そ
う
で
す
。
そ
の
長
さ
は
真
剣
に
な
り
ま
す
よ
。

30
人
ぐ
ら
い
の
人
が
い
て
、
物
音
1
つ
し
な
く
て
、
そ
れ

が
25
分
続
く
と
、
そ
の
間
、
世
の
中
の
こ
と
身
辺
の
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
1
分
間
の
黙
祷
と

は
全
く
違
う
も
の
で
す
。

三
吉　

長
い
で
す
ね
。
1
分
で
も
。

内
田　

1
分
で
も
長
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、

あ
れ
は
短
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
意
味
が
な
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
25
分
に
な
る
と
、座
禅
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、

座
禅
に
近
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。

三
吉　

同
じ
お
部
屋
の
中
に
陛
下
の
お
棺
が
あ
る
わ
け
で

す
ね
。

内
田　

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
30
人
ぐ
ら
い
が
座
っ

て
い
る
の
に
、
衣
服
の
か
す
れ
る
音
も
し
な
い
。
あ
れ
は

本
当
に
心
境
を
改
め
さ
せ
る
行
事
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

で
も
、
仏
教
に
は
座
禅
と
か
多
く
の
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
黙
祷
は
、
10
分
に
し
て
も
か
な
り
意
味
が
か
わ
る
と

思
い
ま
す
。

三
吉　

先
生
が
大
学
の
奉
職
を
終
え
ら
れ
た
後
に
も
、

度
々
お
会
い
す
る
と
き
に
、
非
常
に
全
国
各
地
を
い
ろ
い

ろ
な
お
役
目
の
中
で
ご
視
察
・
見
学
等
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　

直
近
の
お
話
を
一
つ
例
に
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
も
日
本
橋
の
友
人
方
の
会
で
長
崎
に
先
々
月
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
市
と
県
が
出
資
し
た
県
立

歴
史
文
化
館
で
、
先
生
に
以
前
に
伺
っ
た
五
島
の
キ
リ
ス

ト
教
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
D
V
D
が
あ
り
、
最
後
に

先
生
が
お
行
き
に
な
ら
れ
た
五
島
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
映

り
ま
し
た
。
先
生
に
お
伺
い
し
た
と
き
に
、
女
性
物
理
学

者
の
…
。

内
田　

米
澤
富
美
子
さ
ん
。

　

建
物
と
し
て
き
ち
ん
と
な
っ
た
の
は
み
ん
な
復
活
し
た

ほ
う
だ
か
ら
、
本
当
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
か
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
キ
リ
ス
ト
教
で
す
よ
ね
。
で
も
、
ま
だ
今
で
も
復
活

で
き
な
い
で
い
る
キ
リ
ス
ト
教
信
者
を
、
信
者
と
言
え
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
人
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
要
す
る
に
、
江
戸
時
代
2
6
0
年
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
く
な
る
と
、
マ
リ
ア
観
音
と
か
称

し
て
、
仏
教
あ
る
い
は
神
道
の
中
に
し
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
人
た
ち
が
、
明
治
に
な
っ
て
カ
ソ
リ
ッ
ク
が
復
活
し
た

時
に
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
戻
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

そ
れ
が
本
当
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
だ
と
い
う
人
も
い
る

わ
け
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
の

殿
堂
を
建
て
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
で
、
い
ま
だ
に
そ
の

流
れ
を
く
ん
で
仏
教
風
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
神
道
風
に

し
た
り
し
て
。
で
も
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
宗
教
的
な
そ

れ
ぞ
れ
の
背
景
を
お
持
ち
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

三
吉　

徳
川
2
6
0
年
の
中
で
、
私
共
日
蓮
門
下
の
中
に

も
不
受
不
施
派
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
も
や
は
り
地
下
に

潜
っ
て
信
仰
を
貫
い
た
と
…
。

内
田　

長
崎
純
心
大
学
の
宮
崎
賢
太
郎
先
生
が
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
研
究
を
な
さ
っ
て
い
て
、
我
々
は
米
澤
富
美
子
さ

ん
と
同
行
さ
れ
て
い
た
読
売
新
聞
の
新
聞
記
者
（
髙
木
規

矩
郎
）
さ
ん
が
、
ま
ず
こ
の
人
に
話
を
聞
い
て
か
ら
行
か

な
い
と
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
ぞ
と
言
っ
て
、
佐
世
保

で
宮
崎
先
生
の
講
義
を
1
時
間
聞
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で

初
め
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
2
種
類
あ
る
こ
と
を
知
り
、

び
っ
く
り
し
た
の
で
す
。
五
島
に
行
く
と
本
当
に
マ
リ
ア
観

音
な
ん
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
を
拝
ん
で
い
る

人
た
ち
は
、
自
分
の
家
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
カ
ソ
リ
ッ
ク
と

称
す
る
宗
教
を
細
々
と
伝
え
て
き
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
鉄
川
与
作
さ
ん
の
設
計
に
よ
る
立
派
な

講
堂
、
沢
山
見
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

 

建
築
は
人
を
幸
せ
に
す
る
か

三
吉　
『
造
っ
た
り
考
え
た
り
』
で
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
、

私
は
予
言
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、「
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
日
本
で
は
、
人
の
寿
命
は
延
び
た
が
、
建
物
の

寿
命
は
逆
に
縮
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
流

の
中
で
、
民
族
の
遺
産
と
な
る
べ
き
建
物
ま
で
も
が
無
造

作
に
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
国
の
文
化
財
に
対
す
る
保
護
の

手
も
年
々
充
実
さ
れ
て
き
た
が
、
身
近
な
近
代
建
築
や
現

代
建
築
に
及
ぶ
に
は
、
ま
だ
間
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
」
と
。

こ
れ
は
35
年
前
の
お
話
で
、
少
な
く
と
も
人
間
の
寿
命
ま

で
延
ば
す
の
が
持
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
先
ほ
ど
1
0
0
年
の
お
話
と
か
、
総
代
会
で
も
申
し
ま

し
た
永
き
に
わ
た
る
木
造
建
築
で
あ
れ
ば
50
年
で
半
解
体
、

1
0
0
年
で
全
解
体
の
修
理
が
必
要
だ
と
。
私
が
先
ほ
ど

世
界
観
と
か
歴
史
観
と
い
う
大
変
大
仰
な
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
非
常
に
乱
暴
な
言
い
方
で
す
が
、
建

築
は
人
を
幸
せ
に
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
聞
い
て
い
た
衣
食
住
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
人
間
の
根
本
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
将
来
に
向
か
っ
て
、
本
当
に
建
築
が
人
間
を
幸

せ
に
し
て
い
く
。
宗
教
の
目
的
も
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
で

あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
建
築
と
人
の
幸
福
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

内
田　

建
築
は
人
を
幸
せ
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
し
、
幸

せ
に
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
建
築
の
せ
い
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
両
方
あ
っ
て
、
幸
せ
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
技
術
も
あ
る

し
、
幸
せ
に
で
き
な
い
建
物
を
ど
う
直
し
て
い
っ
た
ら
い
い

か
と
い
う
技
術
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
寿
命
が
短
か
っ
た
の
は
つ
い
数
年
前
ま
で
で
、

最
近
は
1
年
ご
と
に
寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
。
1
年
ご
と

に
延
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

建
築
は
壊
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
、
平
均
寿
命
は
1

年
に
0
・
9
年
ぐ
ら
い
延
び
て
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
そ

の
う
ち
に
き
っ
と
人
間
の
寿
命
を
追
い
越
す
で
し
ょ
う
。
50

年
ぐ
ら
い
た
て
ば
、
日
本
の
建
築
も
人
間
の
平
均
寿
命
に

近
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
は
ま
だ
40
数
年
で
、
私
が
そ
の
こ
と
を
書
い
た
の
は

建
物
が
壊
さ
れ
て
い
た
時
代
に
書
い
た
の
で
、
今
は
そ
う
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
建
築
寿
命
の
短
い
も
の
と
長
い
も
の

の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
ま
す
。
お
寺
の
よ
う
な

の
は
幸
せ
な
建
築
で
す
。
し
か
し
、
お
役
所
が
持
っ
て
い

る
よ
う
な
建
築
は
不
幸
な
建
築
で
す
。

お
役
所
と
い
う
の
は
管
理
者
が
2
、
3
年
で
交
代
し
ま
す

か
ら
、
方
針
が
変
わ
る
の
で
、
管
理
体
制
が
変
わ
り
ま
す
と
、

建
物
に
と
っ
て
不
幸
で
す
。

三
吉　

ま
さ
に
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。
単

に
造
る
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
は
り
そ
こ
に
は
造

り
手
と
住
み
手
が
い
る
。
住
む
、
あ
る
い
は
管
理
す
る
と

い
う
人
た
ち
の
側
の
思
い
、
気
持
ち
と
か
継
続
、
そ
う
い

う
こ
と
も
我
々
が
一
緒
に
担
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か
な
と
今
、
改
め
て
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

妙
壽
寺
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
生
に
東
祥
苑
・
新
庫

裏
を
ご
設
計
い
た
だ
き
、
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
御
長
男

の
内
田
祥
士
先
生
（
東
洋
大
学
教
授
）
に
は
西
祥
苑
の
居

住
を
ご
設
計
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
深
川
に
計
画

中
の
建
物
も
、
ご
総
代
と
し
て
、
ま
た
監
修
と
い
う
よ
う

な
形
で
お
力
添
え
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
望
外
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
私
の
大
変
雑
駁
な
質
問
と

い
い
ま
す
か
、
お
伺
い
で
失
礼
な
こ
と
も
多
分
多
々
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
建
築
界
、
そ
し
て
ま
た
妙
壽
寺
、

あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
お
立
場
か
ら
ご
教
授
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
本
日
の
お
話
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
田　

ど
う
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
吉　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 「
科
学
」と「
芸
術
」
と「
技
術
」に
つ
い
て

三
吉　

先
生
に
は
建
設
委
員
長
と
い
う
重
責
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
日
照
上
人
の
追
想
文

集
を
改
め
て
読
み
ま
し
た
が
、
先
生
の
御
文
の
中
で
、「
日

照
上
人
の
業
績
は
、
ま
た
悲
願
は
、
本
堂
再
建
よ
り
は
む

し
ろ
本
来
の
宗
教
活
動
の
ほ
う
に
重
み
が
あ
っ
た
こ
と
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
は
、
私
だ
け
に
欠
落
し
て
い

る
日
照
上
人
の
印
象
の
補
て
ん
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」

と
い
う
大
変
示
唆
に
富
ん
だ
あ
り
が
た
い
お
言
葉
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
布
教
し
た
私
の
大
叔
父
の
石
田
日
天
上
人

も
、
本
堂
落
慶
祝
賀
会
で
の
挨
拶
で
、「
皆
さ
ん
、
心
に
本

堂
を
建
て
て
く
だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
大
変

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
お
寺
の
本
来
の
あ
り
よ
う
と

い
う
の
は
、
先
日
の
総
代
会
で
も
議
論
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
寺
が
事
業
を
す
る
と
き
に
は
ま
ず
理
念
が
あ
っ
て
、
そ

れ
か
ら
ソ
フ
ト
面
を
考
え
、
そ
の
後
に
ハ
ー
ド
面
だ
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
レ
ベ
ル
の
高
い
総
代
会
だ

な
と
有
り
難
く
存
じ
ま
し
た
。

内
田　

恐
ら
く
、
日
照
上
人
は
本
堂
を
お
建
て
に
な
ろ
う

と
す
れ
ば
も
っ
と
立
派
な
本
堂
が
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
そ
れ
よ
り
は
や
っ
ぱ
り
宗

教
活
動
の
本
来
の
ほ
う
を
重
視
さ
れ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん

と
先
延
ば
し
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
。

　

そ
の
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
、
日
照
上
人
と
い
う
方
は
時

代
を
先
取
り
さ
れ
る
よ
う
な
話
を
父
か
ら
も
聞
い
て
い
ま

し
た
し
、
あ
の
時
代
、
日
本
は
、
世
界
に
お
く
れ
て
い
た

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

社
会
と
妙
壽
寺
さ
ん
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
。

　

お
そ
ら
く
、
も
っ
と
平
和
な
時
代
だ
っ
た
ら
、
大
正
時

代
（
1
9
1
5
）
に
で
き
た
東
京
の
求
道
会
館
（
文
京
区

本
郷
・
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
）
の
よ
う
な
、
お
堂
も

考
え
て
お
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
、
そ
う
い

う
お
話
も
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
小
林
さ
ん
や
田
辺
さ

ん
に
お
会
い
す
る
と
、
お
寺
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
も
の

と
い
う
ふ
う
に
は
っ
き
り
と
考
え
て
い
ら
し
た
の
で
、
そ
こ

ま
で
は
お
勧
め
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。（
注
＝
八
角
堂
の
本

堂
の
計
画
も
あ
っ
た
）

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
す
る
か
木
造
に
す
る
か
で
、

や
っ
ぱ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
。
何
は
と
も
あ
れ
、
深

川
の
火
事
で
こ
こ
へ
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た
の
だ
か
ら
…
。

三
吉　

そ
う
で
す
ね
、
関
東
大
震
火
災
で
。

内
田　

で
す
か
ら
、
関
東
大
震
災
の
よ
う
な
都
市
火
災
に

対
し
て
も
避
難
施
設
に
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

三
吉　

実
は
、
本
堂
再
建
の
後
に
先
生
の
著
書
『
造
っ
た

り
考
え
た
り
』（
内
田
先
生
の
本　

刊
行
委
員
会
刊
、
昭

和
61
年
）
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
私
は
今
回
の
座
談
会
に

あ
た
っ
て
読
み
返
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
、
も
う

五
十
の
半
ば
に
な
っ
て
、
最
近
何
を
考
え
て
い
る
か
と
い

う
と
、
今
ま
で
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
世

界
観
と
か
歴
史
観
を
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
な
り
国

民
が
持
つ
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
く
あ
り
よ

う
と
い
う
の
は
全
く
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ

う
な
形
が
私
ど
も
の
次
世
代
に
残
し
て
い
け
る
の
か
が
大

事
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

私
も
芸
術
と
宗
教
と
い
う
の
は
非
常
に
密
接
に
関
係

し
て
い
て
、
そ
れ
に
対
し
て
技
術
、
建
築
も
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
技
術
は
目
的
に
対
す
る
効
果
の
評
価
を
繰

り
返
し
て
、
道
具
の
効
率
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
表
現
を
図
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
建
築

を
様
々
な
人
た
ち
が
様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
建
築
を

業
な
り
旨
と
し
て
い
る
、
理
念
と
し
て
い
る
、
そ
う
い
う

共
通
の
思
い
の
よ
う
な
も
の
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

先
生
の
ご
研
究
の
現
代
建
築
の
中
で
、
先
生
の
知
の
集

積
と
い
い
ま
す
か
、
知
識
で
は
な
く
知
恵
の
よ
う
な
形
で

お
考
え
が
進
ん
で
い
く
中
、
ど
の
よ
う
に
お
気
持
ち
の
流

れ
が
お
あ
り
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
田　

私
が
こ
れ
を
書
い
た
こ
ろ
は
、
宗
教
と
い
う
も
の

は
全
く
頭
の
中
に
な
か
っ
た
で
す
。（
笑
）
で
す
か
ら
、
ど

う
も
宗
教
と
い
う
方
向
に
は
考
え
が
及
ん
で
い
な
い
と
私

は
思
い
ま
す
。
今
、
こ
う
い
う
分
野
で
宗
教
に
一
番
近
い
の

は
、
何
で
し
ょ
う
ね
。
こ
の
当
時
は
ど
ん
な
も
の
を
考
え

て
い
た
か
と
い
う
と
、
科
学
と
芸
術
と
い
う
の
は
、
わ
か

る
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
技
術
と
い
う
の
が
ど
ち
ら
に
入

る
か
、
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
技
術
で
論
文
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
科

内
田
祥
哉
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）　  

後 

編

本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

当
住
上
人
　
三
吉
廣
明
（
平
成
24
年
11
月
28
日
　
内
田
祥
哉
先
生
邸
）

第 2 回 

内田祥哉先生（右）と三吉廣明上人


